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１．はじめに
施工を行う砂防えん堤は地滑り地帯であり、昨年度の志津中沼沢川の氾濫により、既設堰堤並

びに川全体の地形が崩壊した。今回は崩壊した地形の復旧及び、環境保全を目的とした工事であ

る。現場製作による異形ﾌﾞﾛｯｸ設置による現況構造物の補強を行い、崩壊した地形での安全と施

工性を重視した工夫を行った。

２．ブロック設置時の安全対策

ａ．空撮による現場状況の把握

〈工 夫 理 由〉

施工は、旧 112号線 60里越沿いの中沼沢川での地すべり対策工事であった。県道より下流に

位置し直接確認できたが、全体の被災状況が把握出来ない為、全体を把握する対策を行った。

〈実 施 項 目〉 -ラジコンヘリによる上空からの撮影-

ラジコンヘリ空撮により、施工現場の地形把握と、危険箇所の状況を確認。施工時点での安

全対策の一環として採用した。

〈効 果〉

ラジコンヘリによる空撮は、普段部分的にしか確認できないものに対して、現場に携わる関

係者が、現場を全体像で確認し共通理解することが可能になる。図面と同じような感覚で認識

できることで、施工上非常に参考になった。定期的に空撮することにより、廻りの状況も確認

でき、現場の安全対策に利用することが出来た。また安全施工のために取り入れた空撮が、作

業員のモチベーションを高める効果をもたらした。更に掲示板に掲げたことで、より具体的な

進捗状況を地元に伝えることができた。

【ラジコン操作状況】 【施工前状況】 【施 工 状 況 】



b．据付足場の工夫

〈工 夫 理 由〉

異形ブロックの据付は、据付完了時点においても隙間だらけの状態になるため、現場ではブ

ロック据付時、作業員の据付足場確保のため実施した。

〈実 施 項 目〉 -綱製足場板の使用-

異形ブロックは、据付完了時点においても空隙が 20cm 程度であり、足場を設置しなくても

据付は可能な状態であった。しかし作業を行う際どうしても据付の精度に気が集中してしまい、

自分の足下のことが完全に抜け落ちる状態が見うけられ、隙間に足下をすくわれ転落の恐れあ

ることから、簡単に取り外しが可能で、据付間隔に設置可能な綱製足場板(写-1)を設置した。

【足場板設置詳細】 【写-1 】

〈効 果〉

ブロック間に綱製足場板を利用することで、ブロック間の移動も容易に移動することができ、

据付時の足下も開口部が減少したことにより、足を踏み外す心配も無く施工が行えた。ブロッ

クの構造上足場板のズレも生じないため、安全に据付を行うことができた。

【綱製足場設置状況】 【ブロック据付状況】
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昇降設備の工夫

〈工 夫 理 由〉

堰堤は、異形ブロックの積重ねで構築する構造物であり、設置勾配に自在に適用するネティ

ス登録での自在階段（写-2）を利用し、従来の単管＋自在ステップの組合せの昇降設備を取

りやめ、負担を軽減できる昇降設備を設置した。

〈実 施 項 目〉 -ユニバーサルステップの活用-

設置を行った箇所は、直高 10m 施工延長 17m の、異形ブロックの積重ねで堰堤を築造する

構造物であったため、昇降設備を毎回の用に設置することから、ステップ・手摺りとユニット

化された昇降設備を使用し、安全性及び施工性の向上を図った。

【昇 降 状 況 】 【写-2 】

〈効 果〉

ユニット化され尚かつ軽量化されたことにより、設置解体の作業効率が大幅にアップし、作

業員の負担が大幅に減少した。設置箇所に自由にレイアウトが可能なため、余分な資材を必要

としないことから、作業員の負担も軽減でき大変有効に活用できた。

【設置 状 況 】 【設 置 完了 】



ｄ．合図の工夫

〈工 夫 理 由〉

据付箇所はオペレーターから直視出来ない状況にあり(写-3)、一般無線機の使用では、オペ

レーターへの合図は一方通行になる。合図者とオペレーターとの意思疎通がとりにくく、作業

員の危険度が格段にましてしまうため設置した。

【現 場 状 況 】 (写-3) 【無線機使用状況】

〈実 施 項 目〉 -双方向無線機の利用-

据付を行う作業員の安全確保の為に、合図者とオペレーターが同時に意志を伝える方法とし

て、無線操作のいらない方法として、双方無線機を使用した。

〈効 果〉

双方無線機の使用により、無線操作のミスによるオペレーターへの合図ミスの減少、合図者

とオペレーターとのリアルタイムでの意思疎通が可能になり、的確に状況を判断ができ安全に

据付作業を行うことができた。

３．おわりに
今回の現場は、昨年度中沼沢川の氾濫により原形をとどめない程河川が崩壊し、既設の堰堤

も本堤を残し、全てが破壊された状態で現場に乗り込んだ。試行錯誤を行いながらの進捗ではあ

ったが、現場の状態を発注者と共有することにより、適切な対処をすることが可能になり、無事

故で工事を完成することが出来、これからも現場に適応した安全対策を講じていきたい。

【崩 落 状 況 】 【完 成 写 真 】


